
ブラジル旧共和制下のエリート体制

大統領の系譜を中心として

(京都外国語大学）住田育法

はしがき

本稿は，第１４回ラテン・アメリカ政経学会全国大会一神戸大学経済経営

研究所にて１９７７年１１月１３日開催一に発表し，さらに京都外国語大学

Ｏ０ＳＭＩＯＡＶＩＩ（昭和５３年３月）誌上に執筆した「ブラジル１日共和制体期

の－考察－そのエリート体制の繊造的分析」の継続研究である。さきの論文

では地方の分権的エリートの榊造分析に終始したが，ここでは，その連邦政府

の非常を権威をもった正・副大統領及び主要閣僚に焦点を合わせてそれがいか

に強力をエリート的系譜であったかを検討しようとしたものである。そのため

以下第一章では，正・副大統領及び主要閣僚の指名，就任をめぐる系譜図，第

二章においては，歴代大統領のエリート的性格を出生地，学歴，地位及び名誉

職などから図示したものを掲げ，これらの図表を中心に説明を行った。

第一章連邦政府におけるニリート系譜の分析

ブラジルの連邦政府の織造がいかに閉鎖的なエリート系譜によって形成され，

これがいわゆる第一次共和制期における特徴とたったかを，特に正・副大統領

に焦点を合わせて，早速以下の諸表で示してみよう。より具体的には，常に巨

大な権威をもったR統領の当選がいかに前大統領の指名,推薦に大きく影響さ
れていたか，また有力者がいかに間断なく歴代の閣僚としてエリート的体制を

維持したかを示したものである。

戎ず，大統領，副大統領そして主要な閣僚の指名，就任の状況を系譜的に図

示し，最高の権威をもっていた大統領については特に指名及び立候補の背景を

要約して載せておいた（＊印の部分がその説明である）。
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時代区分及び大統領指名，首長及び大統領

立候補などとその任期
副大統領エリート的閣僚
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１
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アレンカールの再三の海相就任

が陸・海軍の争いを和解させる

諺は二一口・ベッサー

ニャを推す

※※

＊ＰＲＰの強力な推薦
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イス（ＢＪ－ＳＰ）

１９２６年

１

１９３０年
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リオ・プレステスを

支持残り３州一

ＭＧｂＲＳ，ＰＢが自由

同盟を結成し，ジェ

ツリオ・ヴァルガス
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ジュリオ・プレステス

が大統領に当選

（１９３０年１月３０日）

１９３０年１０月一テ

ネンティズモ革命

〔SegundaRepdblica〕 ジェツリオ・ドロネー

レス・ヴアルガス（臨

時政府の首長）

註

※ＰＲＯ＝Ｐａｒｔｉｄｏ※ＰＲＯ＝ＰａｒｔｉｄｏｌにpublicanoOonservador

（１９０９年創設）

※※ＰＩＬP-PartidoRepublicanoPaulista

（１８７３年結成し理事会は１８９６年

以降活発化する）

-----死亡に伴う新人の就任を示す

－一同一人物の重要職への就任，再任を示す
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ＳＰ＝サン・パウロ州，ＭＧ－ミナス・ジェライス州，ＩＬＳ＝リオ・グラ

ンデ・ドスル州，ＲＪ＝リオ・デ・ジャネイロ州，ＰＢ－ペライーパ州，

ＰＥ－ペルナンプコ州，ＡＬ－アラゴアス州，ＢＡ＝ハイアリ１１，ＭＴ＝マ

ット・グロッソ州

ところで，ブラジル史における１８８９年から１９３０年までは多くの歴史

家によって一般に第一次共和制時代と呼ばれ，現在では１日共和政体期と呼ばれ

てい患)との旧共和制時代は特権的寡占政治－それはしばしばエリート時代
と呼ばれる－を特徴としており，これは第三代大統領カンポス・サーレスに

エろ州統領政治くPOI(Mc③ｄｏ・govemadores:)の制定と次の大統領。ドリゲ
ス・アルヴェスによるその具体化とに基づくものである。その後これは１９３０

年革命によって崩壊することになるが，当時としてはこの体制は政治的，経済
10）

的諸事情からやむをえなかったものと思われる。

さて以上の系譜図を一覧するとき，大統領は初期の軍人体制以後，有力者に

指名されて立候補し，そして国民投票によって選出されるのであるが，有力な

政治家，例えばピニエイロ・マツシヤード（ＨＳ）のＰＲＯ「保守共和党くPartido

駐pub1i…Oonservado『>)'盤背景とした推薦がカン鑑ス･サーレス以後は
支配的であり，なお引き続いてエルメス・ダ・フォンセッカの大統領選挙時の

１９１０年に顕著であった。しかしヴェンセスラウ・プラス（ＭＧ）政権(1914

-,9,8年)当時からピニェイリズモが急速に衰え１２)伝統的特権的性格甥ら次
第に大州の有力政党の推薦による政党主義に移行していったのである。

次いでその間の経過をやや詳細に論ずるならば，諸州と連邦政府との関係に

ついては,やは，大州'2)してのSBMG及びnsの三州のそれぞれのへゲモニー
間の闘争であったとみられる。中でもnsが孤立化の様相を示して，特にＳＰと

の大統領立候補者の推薦をめぐる対立が顕著であって，これが１９２３年のＲＳ

及び’９２４年のＳＰの革命という形であらわれる。しかしながらこうした対立

は協定及び和解によってかろうじて平穏を保っていたが，大州の分裂は次第に

激しくたりつつあったことは否定できない。

そこでこのような三大州の対立と分裂傾向に際して軍人大統領として登場し

た陸軍元帥エルメス・ダ・フォンセッカヘｃ政治的課題が問題となってくる。

いいかえればこうした分裂を防止してブラジルの統一をいかに実現するかが要
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求されたのであって，このためにエルメス・ダ・フォンセッカは国軍を背景と

しての各州への干渉を開始するものの，ＳＰとＭＧは，その私兵的実力をもって

これに反抗し彼らの実力を示すことにたる。より具体的にはエルメス大統領は

各州の伝統的な支配グループに代って中央政権に忠実な国軍及び各州の非伝統

的エリートの登用を意図して北部及び北東部全州さらにはＲＪ州にまで一連の軍

事的干渉政策を行なうことにたる。しかしこのＭＧＤＳＰ，nsに対しては強力な

州軍とその干渉をはねつける市民戦の可能性とを擁していたために，軍事的干

渉は失敗に終ったのである。

陸軍元帥エルメス・ダ・フォンセッカが大統領の任期を終えるにあたって，

ＳＰ及びＭＧ州とこれ以外のＲＳを中心とする州との間で次期大統領指名問題が起

った渋)結局ニルメス政権の時に瓢大統領を務めこれ以前にはMG州統領であ
ったヴェンセスラウ・プラスが各州対立の調停策として指名され，国民遷挙で

も当選した。プラスは大統領就任中にもＲＳ（ＰＲＯ）とＳＰ（ＰＩＬＰ－「パウリスタ

共和党PartidoRepulicanoPaulista」）＋ＭＧ与党間の和解に努め事態は平穏

に推移した。続いて次期大統領に当選したロドリゲス・アルベスの病死と当然

大統領に就任すべき副大統領デルフィン・モレイラの病弱とが原因となって－

時政界は混乱した。しかしながら，１９１９年４月に大統領選挙が実施され，

ﾊﾟﾗｲｰﾊﾟ州のエリートであるエビ，ジシオ.ペッソー鼎三大州Ｍｑ…8
17)

の与党間の協定に主って指名され，対立候補ルイ・バルポーザ（ＢＡ）を破って

選出されることにたる。この大統領就任に際してニピタッシオ・ペッソアは，

将来の大統領選挙時にはＭＧのアルトウール・ペルナルデスと次いでＳＰのワシン

トン・ルイスとを指名することを大州に対して保証したといわれる。熱心な文

化人であったニピタッシオ・ペッソーアは軍政を嫌って陸相及び海相に２名の

文官を指名したが，こうした彼の高圧的政治姿勢がいくつかの州及び軍との衝

突を招き，それに財政状態の悪化が加わって大統領の後継者選びが早められる

ことにたった。ＳＰとＭＧのエリート・グループはアルトゥール・ベルナルデスを

支持し，ＲＳのエルメス・ダ・フォンセッカと軍部とは保守的共和運動の創始者

の元大統領ニーロ・ペッサーニャを推したが，この両グループ間の不和は１９２２

年６月のコパカバーナ要塞の反乱をはじめとして一連の紛争を引き起した。大

統領選挙はアルトゥール・ベルナンデスの勝利に終るが，その大統領就任は議

会による戒厳令下においてであった。彼は多くの政敵を戒厳令によって中央政
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界とくに議会から追放し，さらには新聞などの印刷物規制法を発布し，地方的

反発運動例えばプレステス隊の革命運動を押えて任期終了室で強行手段をとっ

たのである｡このアルトゥール・ベルナルデス政権時（１９２２－１９２６年）に

ＳＰの州統領と上院議員とを各Ａ２年間づつ務めていたワシントン・ルイスがＰＲＰ

の協定に基づく三大州の全与党の支持を得て大統領に立候補して当選した。ワ

シントン・ルイス政権下にあっては幾多の矛盾を内包しながらも，ＳＰの特産で

あり世界的商品であったコーヒー経済の安定が続く限り，コーヒー貴族の支持

によって政権が維持され，表面的には一応平和に推移する様相であった。しか

し１９３０年に近づくにしたがって，世界恐慌の波がブラジルにも波及しコー

ヒー経済の基盤がその価格の下落に主って崩壊してゆくなかで，同政権の宿命

的終焉がもたらされるのである。特に彼の後継者問題がもちあがった時，さき

に説明したＳＰ,ＭＧ，ＲＳの三大州を中心とする旧共和政体下のエリート体制に

重大な分裂が生じることになる。すなわち次期大統領侯補に他の大州を犠牲に

してＳＰのコーヒー経済を防衛するためにＳＰ州統領（１９２７年就任）のジニ

リオ・プレステスが，ワシントン・ルイス大統領の推薦とＳＰ州をはじめとする

１７の州の支持を得て指名されたが，残りの有力州であるＭＧｂＢＳ及びＰＢの三

州がこれに反対して自由同盟を結成し，対立候補としてＨＳＮＩのジニツリオ・ヴ

ァルガスを推薦することにたる。１９３０年１月の大統領選挙ではジュリオ・

プレステスが大差で勝ったものの，ＭＧ，ＲＳ，ＰＢの三州は選挙が公正でなかっ

たとしてその結果に強く反発した。そして同年７月自由同盟のジョアソ・ペツ

ソーアが暗殺されるに至って分裂状態はさらに激化し，かねがね政界に不満を

抱いていた全国の下級士官を先頭とする革命が10月３日に勃発し，その時室

でワシントン・ルイス大統領を支持していた国軍も彼の辞任を求めてついに革

命軍によって支持されたＲＳのジェツリオ・ヴァルガスに政権を引き渡したので

ある。このことによって|日共和政体下のＳＰ，ＭＧ，ＲＳ三州を中心としたエリー

ト体制は崩壊し，以後Ｒｓのゾェツリオ・ウアルガスによる国家統一が推し進め
１８）

られることになったのである。

旧共和制時代の特徴としてそれが末期に近づくにしたがい極めて複雑な社会

的経済的さらには政治的様相を示すが，それでも連邦政府を中心とするエリー

ト体制はさきの図に示されるように推持されてきたことが明らかである。
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註

ｒ）大統領の権限は，全閣僚の指名権，行政上の最終決定権，最高裁判所

長官の任命権などであるが，詳しくは第一次憲法をみていただきたい｡

なお第一次憲法の全文は丁。｡““ＣＯ冊‘22…C万“ｄｏＢＴａ“‘，Ｓ百ｏ

Ｐａｕｌｏ，１９７７，ｐｐ、４５９～５１４に掲載されており，その要約は

今西正雄「ブラジル法制史の－考察－１８９１～１９６９－」『ＯＯＳ－

ＭＩＯＡ』（京都外国語大学）Ⅵ号，３０－３１ページを参照されたい。

２）との固有名詞は，ブラジルの高等学校最上級テキストにおいて普遍化
している。

参照：S6raioBuarquedeHolamda，HdJmZ67dcdoB7csf‘２：ｄＣ

Ｊｎｄ…､｡；ね…｡｡……｡,。…,３.ｅｄ.S面。Ｐａｕｌ。，１９７５．，Ｌage
＆MoTaes，Ｈ２“6冠ＱＦｚｍｄｑｍｅ几ＺａＪｄｏＢ７ｑ“‘：ＥＳ2匹[Ｚｏｄｊ７８ｙｉｄｏｃ
ｐｅＪ９Ｌ８Ｆｃ，ｖ０１．２，ＢｅｌｏＨｏｌｉｚｏｎｔｅ，１９７２．

３）参照：S6rgioBuarquedeHolanda，。p・c8Z．，ｐｐ、６１～６８．

４）参照：EdgardOarone，ゴル城6J…Ｊ'b“αⅡ：…ZuFaropOZff…

（１８８９－１９３０），３．ｅｄ.，Ｓ:roPaulo，１９７７．ｐｐ，１５１
～２６６．

５）参照：Ｓ６｢gioBuarquedeHolanda，ＣＩＤ．・2ｔ.，ｐｐ、６８～７０．

６）参照：EdgardOarone，。p、。”.，ｐｐ、２６９－３２７．

７）参照：Oarone，26”.，ｐｐ、３３１－４３８．

８）との時代区分について，セルジオ・プアルケ・デ・オランダ，ジョゼ

・マリオ・ペーロ，エドガー・カローネ教授等の意見は一致している。

９）州統領政治（斉藤広志教授はこれを「州統領本位の政治」と呼んでい

る。参照：斉藤広志，中川文雄「ラテンアメリカ現代史」１６５ページ）

とは，連邦政府が各州の統領に主って指名された下院議員及び上院議員

を，彼らが政府の通常の政策を支持する，ということと引き換えに認め

ることであって，これは州統領に対して政治的特権を与えることになっ

た。またこの体制はほとんどの連邦議員の政治ボスであるピニニイロ・

マッシャードの協力を得て体制化されたのである。

10）尾大を土地と，通信・交通の不便さ，さらに経済的格差，左た１８９１

年憲法によって規定された各州自治権の強化をどの状況が，このような

－１０－



体制を要求したといえよう。

１１）ＲＳ出身の上院議員ピニェイロ・マッシャード＜Jos60omesPinhei-

roMachado＞によって設立された。ピニェイロ・マッシャード（１８５１

－１９１５年）はＲＳの大牧場主の息子であり，士官学校で学びパラグア

イ戦争（１８６４－１８７０年）で闘った。１８７８年にサン・パウロ

法科大学を卒業し，その時学友達と急進的共和クラブ（OIubeHadical

HcpubIicano）を設立する。次いで１８７９年にILSに戻りＲＳ共和党

（oPartidoRepubIicanoRio-Grandenｓｅ）を創設した。彼はＲＳの

政治ボスであるシュリオ・デ・カルロスの熱烈な共鳴者であって，連邦

主義者革命（１８９３－１８９５年）に参加して革命軍を破って輝かし

い勝利をおさめ，陸軍大佐となる。その後，大牧場主を続けるかたわら，

上院議員に選出され，その時（１９０９年）にＰＲＯ（PartidoRCpubli-

canoOonservado「）を設立したのである。ＰＲＯを基盤に彼は州統領政

治の体制においてカンポス・サーレス以後エルメス・ダ・フォンセッカ

に至る各大統領をはじめとして，政界の有力者また党派グループに対し

て勢力を極い強力な政治的仲裁者の役を果したのである。しかしヴェン

セスラウ・プラス政権下の１９１５年９月暗殺され，このことがその後

の政界にひとつの変化をもたらしたのである。

12）ピニェイリズモ＜Pinheirismo＞とは上院議員かつ陸軍元帥ピニェイ

ロ・マプシャードの政党及び彼個人のILS州政府及び連邦政府内における

勢力，影響力のことをいう。１９１３年から１９１８年の期間は第一次

世界大戦の時期でブラジルにあっては新興ブルジョアジ－－工業主義

を代表とする新資本主義一勃興が顕著とたり，これが旧体制をあく左

で保守的に維持しエうとするピニェイリズモに対して批判運動をおこし

たのである。

13）さきの註９）を参照のこと。

14）ここでの大州（GrandesEstados）とはＭＧ，ＳＢＲＳの三州のことで

ある。それは鐙多数の人口と最多数の議員数とを擁する州のことをさし

た。（１V･ひ。Dfo2o並γＺｏｄｅＨ”ｆ６７ｄｃｄｏＢγα“`，Ｓ百oPaulo，１９７１．

ｐ、４７１）

15）ＳＰ州とＭＧ州はＳＰ州出身の元大統領カソポス・サーレスを擁し，ＲＳ
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州及びその他の州がＲＳ州出身のピニェイロ・マッシャードを推薦した。

16）エピタッシオ・ペッソーアは１８６５年陸軍中佐の息子としてパライ

ーパに生まれる。パライーバ州の政治ボスであるヴェナシオ・ネイヴァ

が彼のおじにあたるし，さらには母方のおじも玄尤１８９１年のデオド

ロ・ダ・フォソセッカ政権時に内相，産業相そして蔵相を務めたペルナ

ンプコ州のルセーナ男爵（HenriquePereiradeLucena）であって，

ニピタプシオは左さし〈大地主的地方エリートの典型であったといえよ

う。８歳で孤児となるがルセーナ男爵に引き取られて，１８８６年にレ

シーフェ法科大学を卒業する。１８９８年にはカンポス・サーレス政権

において法相に指名され，民法の編纂に積極的に取り組むことの他に，

州統領本位の政治への有力な協力者となる。引き続いて１９０１年に最

高裁判所長官に指名され，国際法を検討するかたわら１９１２年室でそ

の任に就いた。次いで１９１２年と１９１５年とに上院議員に選出され，

１９１９年には指名を辞退したルイ・バルポーザに代ってヴェルサイユ

平和会議のブラジル代表として渡欧したが，その期間中に新しく大統領

に当選したロドリゲス・アルヴェスが死亡したために，続いて同年４月

に大統領選挙が行なわれ，エピタッシオ・ペッソーァが当選したのであ

る。なお，パライーバ州のエリート樹造については，前掲の拙稿『ＯＯＳ－

ＭＩＯＡ』（京都外国語大学）Ⅶ号，１３３－１３４ページを参照してい

ただきたい。

17）ルイ・バルポーザ＜RuiBarbosadeOIiveIra＞は１８４０年ＢＡＨＩ

の首都サルヴァドールに生をれ，１９２４年ＲＪ州のペトロポリスで死亡

した。彼はレシーフェ法科大学とサン・パウロ法科大学で法律学を専攻

し１８７０年後者を卒業した。共和革命以後の１８９１年憲法草案の編

集に際しては検閲官の地位にあり，第一次憲法の性格には彼の思想が強

く反映しているといわれる。続いて１８９０年には上院議員に選出され，

１８９３年にはジョルナル・ド・ブラジル紙（JornaIdoBrasiI）の編

集長を務めた。その頃彼はブラジル民法草案の完成を託されていた－

この時彼はnＪ市の彼の住居に法律図書館を創立し，これが「ルイ・バル

ポーザの家CasadeRuiBarbosa」の民法局として今日雀で残ってい

る－が，同時に旧共和政下のエリート体制に強い思想的影響を与えた
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民法学者運勤くCampanhaOiviIista＞を指導した。ルイ・バルポーザは

この運動を基盤として幾度も大統領選挙に立候補したが，一度も当選し

たかったのである。彼が常に選挙に破れたのは，結局，旧共和政体の寡

占的エリートがルイ・バルポーザを推薦をた指名しなかったことに帰せ

られるが，その理由は優れた法学者としての彼の能力と政治工作を軽侮

する政治姿勢とがエリート・グループから恐れられたからに他なら左い゜

（参照：Jos6MarIaBello，〃”Z6TLa“＆P&“ｊｃａ：１８８９－１９５４，

７．ｅｄ．Ｓ百ｏＰａｕｌｏ，１９７６．ｐ、２４３．，ノVozﾉｏＤＤｃＺｏ並ｒｊｏｄｅＨｄｓ－

ｆ６γＺａｄｏＢＴａ“４s百ｏＰａｑｌｏ，１９７１．ｐｐ、８１～８４）。

18）以上第一章及び第二章における歴史的事実については，主として次の

２冊の文献を資料的裏付けとした。』`、｡几α9皿ej67ZZ，Ｓ節Paul０，

１９７７．ｐｐ、４５－８０．，川"pDZcZo趣ＴＺｏｄｅＨＺ“6γｆａｄｏＢγ“江，

Ｓ:ｒｏＰａｕｌｏ，１９７１．

第二章大統領を中心とする分析

前章では連邦政府のエリート的組織を中心に分析してきたがさらに進んで，

その頂点にある大統領の出身別，それから種とのエリート的性格，学歴，州統

領，連邦議員，閣僚，この他の名誉職の有無という点から考察してみよう。く

りかえすようではあるが，エリートとは「優れた資格と強力な権力をもち，あ

る集団内で支配的で主た名声のある少数者」であり，ブラジルでのそれは，門

閥，一流大学一とくに法学科出身－，富裕者層一砂糖，コーヒー，棉花

をどの農園の大地主一，両院議員，その他の名誉職をどの家族グループから

特徴付けることができる。以上のことを種々の角度からそれぞれに指摘してゆ

けばあ雀、に煩雑になるおそれがあるから，前章にならってこれを以下の表で
１）

示すことにした。

lid〉fi瓦

－１３－

フロリアーノ． ＡＬ|父方…砂斜士官学校IwT, ｜×’陸相｜同上，

大統読）
（就任順）

出生州 家族 岐終学歴
就任または立候補前の職歴

州統領 連邦議員 閣僚僚 鱈繋鼠
デオドロ・夕・

フォンセッカ

ＡＬ 軍人名門 士官学校 ＲＳ Ｘ × 軍人クラブ

会長



|sＰ

|雨

(註）×印は該当したいことを示す。

－１４－

ペイショット ｜’農園主一養父｜’ＡＬ ｜｜’副大統領

プルーデンテ．

デ・モライス

ＳＰ 軍隊長の息子》

コーヒー貴族

SP怯采は： ＳＰ × × 共和国憲法

草案室長

カンポス・サー

レス

ＳＰ 大コーヒー農

園主の息子

SP法is}大 ＳＰ × 法相 ×

ロドリゲス・ア

ルヴエス

ＳＰ ポルトガル商

人の息子，＝

－ヒー貴族

ＳＰ法HsI大 ＳＰ × 蔵相 ×

アフォンソ・ペ

ナ

ＭＧ ＳＰ怯;科大 ＭＧ 上院議員 × 副大統領

二一口･ペッサ

一ニャ（昇格）

nＪ レシーフ

ェ法科大

RＪ 上院議員 × 副大統領

エルメス・ダ。

フォンセッカ

ｎs デオドロ・ダ

・フオンセッ

力のおい，

軍人名門

士官学校 × × 陸相 RJ警察隊司

令官，公立

戦術予科学

校長

ヴェンセスラウ

・プラス

ＭＧ SP怯ﾂ科大 Ｍ０ 下院議員 × ＭＧ内務長官

フイン･モ

レイラ（昇格）

ＭＧ SP怯i橇は： ＭＧ 下院議員 × ＭＯ内務長官

エピタッシオ｡

ペッソーア

ＰＢ 陸軍中佐の息

子，母方のお

じLucena男爵

一養父，砂糖

地主

レシーフ

ェ法科大

× 上院議員法相 最高裁判所

長官 ヴエ

ルサイユ平

和会議プラ

ジル代表

アルトゥール。

ペルナルデス

ＭＧ SP怯斜大 ＭＧ 下院議員 × ×

ワシントン・ル

イス

ILJ 陸軍中佐の息

子

SP法科大 ＳＰ 上院議員 × ＳＰ市長



雀ず大統領の出身からやや具体的に考察していくと州別ではＡＬから２名,ＳＰ

から４名，ＭＧから４名（昇格者を含む），ＲＪから１名（昇格者），ILSから１名，

PBから１名ｾﾞﾀﾞ山される｡このことはﾌﾞﾗｼﾞﾙの伝統的また社会的経済的変動
の一端を示すものであり，ＡＬは植民地時代及び帝政時代を通じて地主的軍人名

門によって固められていたし，ＳＰとＭＧはいう蚕でもたく，コーヒーと牧畜と

で知られる超大州であって,一般に言われる大統領のたらい回｡1K行左われた
支配的地位にあったのである．そしてエドガー・カローネ教授によると，ブラ

ジルのエリート的ヒエラルキーの頂点に立つ大統領の社会的基盤はほとんど大

地主であったと規定されているが，大統領のうちでフロリアーノ・ペイショッ

ト?除いては,霞さし<その通,である。
次いで学歴については，軍人であれば正規士官学校出身，市民であれば当時

最も権威のあったサン・パウロ法科大学，あるいは伝統的にレシーフニ法科大

学を卒業することが一応の資格として考えられていた。さらに，州統領または

これに匹敵する役職を経験していることが大統領への指名また就任への資格と

して一応認められていたといえる。また連邦政府内においては，上院並びに下

院議員も当然考慮され，その他，主要閣僚及びそれ以外の名誉職などがいずれ

もエリート的資格の一部をたすものであった゜

ところで前章から本章にかけてしばしば「主要閣僚」という字句を使用した

iOJi)旧共和制時代に鐙ける｢陸相｣は軍の最高愛任者であって,数々のブラジ
ル国内における各州間の動乱に国軍を活騒きせ動乱を鎮圧したのであり，さら

に玄允，アルトゥル・ベルナルデスの大統領就任にあたって勃発したクーデタ

ーなどにおける軍部一陸相一の立場と役割には実に無視しえたいものがあ

った。次いで「法相」はブラジルのような種を①移民で形成された新大陸で，

しかもこれを近代国家に形成せんとする国家にあっては，その法的秩序が極め

て重要になるために，彼の権力は非常に巨大であった。とくにこの時期にあっ
７）

ては，スペイン，ポルトガル，その他の外国移民の増加からくる多様で複雑な

状況を統一させるための法的秩序の重要性を考慮しなければならない。さらに

社会的，経済的な面から言えば「蔵相」は，国内の資本投費―ことに国内の

道路建設－，外国償の支払い，また連邦政府内の給料の支払い，経常予算な

どの決定権一当然のことながらこれらの最終決定権は大統領にあったが－－－

その他ブラジル銀行くBancodoBrasil＞の指導権などを握っていたのであつ
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て，その地位は極めて重要であったのである。これらの閣僚の系譜については，

第一章の諸表においてすでに示したところである。

註

１）との表は“加α几ａ９Ｌｏａ６γDJ，Ｓ百oPaulo，１９７７の名士録（ｐｐ、

５９～６５）と脆"。、…｡域γＺｏｄｅＨ…6γｍｄｏＢ７ａ“`，Ｓ百oPaulo，

１９７１とを参考文献として作成したものである。

２）表では大統領の名前を片仮名であらわしたが念のために以下就任順に

原文であげておこう。

lManuelDeodorodaFonsecaデオドロ・夕・フオンセツカ，２

ＦｌｏｒｉａｎｏＰｅｉｘｏｌｏフロリアーノ・ペイショソト，３Ｐｒｕｄｅｎｔｅｄｅ

ＭｏｒａｉｓＢａｒｒｏｓプルーデンテ・デ・モライス，４ＭａｎｕｅｌＦｅｒｒａｚｄｅ

ＯａｍｐｏｓＳａＩｅｓカンポス・サーレス，５ＦｒａｎｃｉｓｃｏｄｅＰａｕｌａＲｏｄｒｉ－

ｇｕｅｓＡｌｖｅｓロドリゲス・アルヴェス，６ＡｆｏｎｓｏＡｕｇｕｓｔｏＭｏｒｅｉｒａ

Ｐｅｎａアフォンソ・ペナ，７NiIoPeFanhaニーロ・ペプサーニャ，８

Ｈｅ｢ｍｅｓＲｏｄ｢iguesdaFonsecaエルメス・ダ・フオンセツカ，９Ｖe庁

ｃｅｓｌａｕＢｒａｓＰｅｒｅｉｒａＧｏｍｅｓヴェンセスラウ・プラス，１０DeIfim

MoreiradeOostaRibeiroデルフィン・モレイラ，１１ＥｐｉｔＡｃｉｏｄａ

ＳｉｌｖａＰｅｓｓｏａエピタソシオ・ペッソーア，ｌ２ＡｒｔｕｒｄａＳｉｌｖａＢｅｒ－

ｎａｒｄｅｓアルトゥール・ベルナルデス，１３WashingtonLulsPereira

deSousaワシントン・ルイス．

3）当時のＳＰ州はコーヒー価格の暴落などによる不況を経験しはしたもの

の，肥沃で広大なテラ・ロッシャ，欧州からの大量の移民労働者の登場，

さらに外国からの資本投資などが相俟って急速に発展していた。左たＭＧ

州は，南西部のコーヒー産業に代って急速に台頭してきた鉄鉱業，そし

て牧畜業を基盤として，さらには浅允奥地への最も重要な中継地として

安定した成長を遂げつつあった。特に新都市ベロ・オリゾンテの発展が
これを象徴している。

4）参照：斉藤広志，中川文雄「ラテンアメリカ現代史」（山川出版社），
１６８～１７０ページ◎

5）１８３９年にＡＬ州の小さな町の貧農の子として生まれるが，１０歳の

時，砂糖農場主であるおじのコロネル・ジョゼ・クィニイラ・デ・アラ
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ウージヨ・ペイショットの養子となる。それ以後リオ・デ・ジャネイロ

の学校で勉強を続け，次いで陸軍士官学校で学ぶ。１８６３年に陸軍中

尉となりパラグァイ戦争に参加し，非常に勇敢に闘って多くの功綴をた

て，全軍の信望を集めるなかで陸軍中佐に昇進した･続いて１８８９年

には陸軍大将となり，臨時政府の陸相，次いでデォドロ・ダ・フォンセ

ツカ政権の副大統領を務め，ついに１８９１年共和国大統領に選出され

たのである。１８９４年に任期を終えたがその翌１８９５年にILJ州の－

農園にて死亡した。フロリアーノ・ペイショプトは貧しい家庭に生され

たが，その死に際しては国葬が行なわれたのである。（参照：Jos6

MariaBello，Ｈ…6ｱｆｃ“彫P｡`6`…：１８８９－１９５４，７．ｅｄ・鐙ｏ

Ｐａｕｌｏ，１９７６．ｐＤ８２～９５．

６）１日共和政体下の内閣及び閣僚については，“、α”9趾．“γf`,ｐｐ、

７５～７８を参照されたい.

7）１日共和制時代の国籍別ブラジル移民統計を掲げておこう。

（出所）ぶれα'Ｄｃ９ＬｅＡ６γZ`，Ｓ百oPauIo，１９７７．ｐ、１６２．

イベリア半島のポルトガル人とスペイン人を除くと，移民数では，イタ

リア人．ドイツ人，日本人の順位となっており，ここにその後の異民族

混爾社会としてのブラジル社会の行方をうかがうことができる。

凸

結び

以上要約すれば１日共和政体期の連邦政府の櫛造は，閉鎖的エリートの系譜に

よって形成されていたといえエう゜特に，最高の権威をもつ大統領及び有力州

のエリート・グループの推薦さらには指名に大きく影響されていたのである。

そのため旧共和制時代をいわば特権的寡占体制の時代と呼ぶことができるので

－１７－

ﾄﾞイツ人 ｽペイン人 イタリア人 日本人
ボルト

ガル人
ﾛﾂﾞﾉｧ人 その他 合計

1８８４－１８９３

１８９４－１９０３

１９０４－１９１３

１９１４－１９２３

１９２４－１９３３

2２，７７８

6，６９８

3３，８５９

２９，３３９

６１，７２８

１０３，１１６

９３，７７０

２２４，６７２

９４，７７９

５２，４０５

５１０，５３３

５３７，７８４

１９６，５２１

８６，３２０

７０，１７７

１１，８６８

２０，３９８

１１０，１９１

１７０，６２１

１５７，５４２

３８４，６７２

２０１２５２

２３３，６４９

40,589

2886

48,100

8.196

7,953

36,031

63,430

106,925

63,697

201,120

883,668

862110

1,006,617

503,981

737,223



あるが，これを第一章及び第二章の図表によって示さんとしたものである。そ

のエリート的寡占体制は結局，第三代大統領カンポス・サーレス（ＳＰ）の「州

統領本位の政治」の設定と，続くロドリゲス・アルヴェス（ＳＰ）大統領による

その完成及び具体化とを基盤として，連邦政府内の立法・行政機織に定着した

のである。

ところでその寡占体制の中心は，大農園主及び大牧場主に支持されたＳＰ，

ＭＯｂＨＳ三大州のエリート・グループであったのであり，互いの関係は連邦政

府の支配をめぐる協調と闘争のくりかえしであった。次いで旧共和政体がその

末期に近づくにしたがって，表面上はかろうじて平穏を保っていたものの，ＳＰ，

ＭｑＲＳ三大州の分裂が次第に激しくなっていったのである。そしてついに，

第一次共和制最後の大統領ワシントン・ルイスの後継者問題が契機となって，

１９３０年革命が勃発し，ＳＰ，ＭＧｂＨＳ三大州を中心としたエリート体制が崩

壊したのであって，これ以後，ns州出身のジェツリオ・ヴァルガスによる国家

統一が進められることにたったのである。

本稿では，そうした変化の中にあっても１日共和制時代においては，さきのエ

リート的寡占体制が維持されていったことに注目したのである。さらに雀允ユ

リート的性格をよりいっそう明確にするため大統領の出自に焦点を合わせたが，

彼らのすべてが大地主もしくはその家系に属し，出身州もＳＰとＭ０両州が圧倒

的に多いことが理解された。をた，学歴については，軍人であれば正規の士官

学校，市民であればサン・パウロ法科大学あるいはレシーフェ法科大学を卒業

することが大統領への資格であり，政界での経歴については，州統領かそれに

相当する地位かを経験し，蚕た連邦議員であることが必要であったのである。

なお，中央エリートの基盤となった過去の伝統的地方エリートの典型を前掲

の拙稿（本稿の「はしがき」を参照のこと）で整理したが，本研究にも関連す

るのであえて次に掲載することにした。
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（参考）拙稿「ブラジル旧共和政体期の－考察そのエリート体制の構造

的分析」『ｏ０ＳＭＩＯＡ』（京都外国語大学）Ⅶ号，１９７８．１４６

ページ。

さて，以上で第一次共和政体期いわゆる旧共和制時代の観察をひとまず終え

て，次いで第二次共和政体期すなわちヴアルガス期の研究に進む予定である。

〔主要参考文献〕

１EdgarOarone，』彫沖６J…'２“α－１：Ｊ"…f…５．，．Ｃ……
SDcfa2jb・Ｓ５ｒｏＰａｕＩｏ，２．ｅｄ，１９７２．

２１．ｃｍ，ＡＲＢ沖“…「`“｡－Ⅱ：ＥひoJu“・碗“….（1889-1930)．

Ｓ百ｏＰａｕｌｏ，３．ｅｄ、１９７７．

３１dem，ＡＰγ…Z了・雄坤6J…（1889-1930）（ｍ…ＣＣＣ"…ｔｏ)．
８百ｏＰａｕＩｏ、３．ｅｄ、１９７６．

４JoseMariaBello，Ｈ２ｓＺ６７Ｚｃｄａ彫p&“Zca：１８８９－１９５４．s百oPaulo，

７．ｅｄ、１９７２．

５ＡＺｍａ“9Ｌｅａ６７ｆＪ－１９７７，Ｓ百ｏＰａｕＩｏ，１９７７．

６ノVopoD2cfo7DとγｄｏｄｃＨｉＪｆ６７ｆａｄｏＢ７ａｓＺＪ．Ｓ百ｏＰａｕｌｂ，２．ｅｄ、１９７１．
、

－１９－

州別 エリート類型 主要産業

ＡＬ 家族型 砂糖棉花，牧畜

ＰＢ 家族型＋友人型 砂糖棉花，牧畜

ＰＢ 友人型 砂糖棉花，牧畜

ＯＢ 家族型 棉花，牧畜

ＨＮ 家族型 砂檎棉花，牧畜

ＢＡ 更迭型 砂檎鉱業，牧畜

、ＰＡ 伝統的家族型 ゴム，牧畜

ＭＴ 家族的地方ボス型 鉱業牧畜

ＳＰ 政党型十コーヒー地主型
コーヒ ￣

， 牧畜

ＢＪ 連邦政府密着型十外交型 砂糖，コーヒー

ＭＧ 伝統的家族型（王党派）＋多数型＋連邦政府密着型 鋒鴬，＝一ヒー，牧畜

R,Ｓ 軍人型十政党型 牧畜



７PauloS6rgioPinheiro，lI01assesM6diasUrbanas：Forma9ao，
～

Ｆ

Ｎａｔｕｒｅｚａ，Interven9aonaVidaPoIitica．Ⅱ１，：HfFf67faCerdIJ“
－

．Ｃ…“z②鹿。Ｂγ⑫“`“γａ－ｆｏ"｡Ⅲ：ＯＢγａｓＺＺＲ・JDL“力｡②加｡－２．vol．

ＩＵｉｏｄｅＪａｎｅｉｒｏ－Ｓ?ＩｂＰａｕｌｏ，１９７７．

－２０－


